
(57)【要約】

【課題】リジッド基板同士をフレキシブル基板を介して

接続する場合において、リジッド基板が個片ではなくシ

ート状になっている場合の接続方法を提供する。

【解決手段】連結枠体１ａに２枚のリジッド基板２，３

が間隔Ｄを置いてそれぞれ固定され、この各リジッド基

板２，３には複数の接続用端子部５ａ，６ａがそれぞれ

設けられ、２枚のリジッド基板２，３の各接続用端子部

５ａ，６ａとフレキシブル基板４の両側の各接続用端子

部とをそれぞれ接合した構造であって、フレキシブル基

板４の中間部に基板面方向にＵ字状に湾曲する屈曲形状

部１２を形成した。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 相 対 的 に 位 置 が 固 定 さ れ た 複 数 の リ ジ ッ ド 基 板 と 、
　 前 記 リ ジ ッ ド 基 板 同 士 を 電 気 的 に 接 続 す る 、 中 間 部 に 屈 曲 形 状 部 が 形 成 さ れ た フ レ キ シ
ブ ル 基 板 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る プ リ ン ト 配 線 板 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 複 数 の リ ジ ッ ド 基 板 は 、 一 枚 の 基 板 シ ー ト に 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た プ リ ン ト 配 線 板 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 屈 曲 形 状 部 は 、 平 面 形 状 が Ｕ 字 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は
請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た プ リ ン ト 配 線 板 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 屈 曲 形 状 部 は 、 平 面 形 状 が ク ラ ン ク 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
又 は 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た プ リ ン ト 配 線 板 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 屈 曲 形 状 部 は 、 平 面 形 状 が Ｌ 字 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は
請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た プ リ ン ト 配 線 板 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 フ レ キ シ ブ ル 基 板 は 、 撓 ん だ 状 態 で 前 記 リ ジ ッ ド 基 板 同 士 の 間 に 接 続 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 さ れ た プ リ ン ト 配 線 板 。
【 請 求 項 ７ 】
　 そ れ ぞ れ 接 続 用 端 子 部 が 露 出 し た 被 接 続 部 が 設 け ら れ た 複 数 の リ ジ ッ ド 基 板 が 間 隔 を 隔
て て 配 置 さ れ た 一 枚 の 基 板 シ ー ト を 用 意 す る 工 程 と 、
　 一 対 の 接 続 部 が 設 け ら れ 、 こ れ ら 接 続 部 同 士 の 間 の 中 間 部 に 屈 曲 形 状 部 が 形 成 さ れ た フ
レ キ シ ブ ル 基 板 を 用 意 す る 工 程 と 、
　 隣 り 合 う 一 対 の 前 記 リ ジ ッ ド 基 板 の う ち の 一 方 の 前 記 リ ジ ッ ド 基 板 の 被 接 続 部 と 、 前 記
フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 一 方 の 前 記 接 続 部 と を 位 置 合 わ せ し て 接 合 さ せ た 後 、 前 記 フ レ キ シ ブ
ル 基 板 を 撓 ま せ た 状 態 で 、 他 方 の 前 記 リ ジ ッ ド 基 板 の 被 接 続 部 と 、 前 記 フ レ キ シ ブ ル 基 板
の 他 方 の 前 記 接 続 部 と 位 置 合 わ せ し て 接 合 さ せ る 工 程 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る プ リ ン ト 配 線 板 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 プ リ ン ト 配 線 板 同 士 を 接 続 す る 技 術 に 関 す る も の で あ り 、 特 に リ ジ ッ ド 基 板
同 士 を フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 介 し て 接 続 す る 場 合 に お い て 、 リ ジ ッ ド 基 板 が 個 片 で は な く シ
ー ト 状 に な っ て い る 場 合 の 接 続 方 法 を 改 善 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 等 の 情 報 機 器 、 折 り 畳 み 式 の 携 帯 電 話 或 い は 携 帯 用 情 報 機 器 、
Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ 等 の 精 密 機 器 に 用 い ら れ る プ リ ン ト 配 線 板 と し て リ ジ ッ ド 基 板 同 士 を フ レ
キ シ ブ ル 基 板 で 接 続 し た 構 造 の プ リ ン ト 配 線 板 が 用 い ら れ て い る 。 こ の よ う な 構 造 の プ リ
ン ト 配 線 板 は 、 ２ 枚 の リ ジ ッ ド 基 板 同 士 を 連 結 す る フ レ キ シ ブ ル 基 板 が 自 由 に 折 り 曲 げ で
き る よ う に な っ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な リ ジ ッ ド 基 板 と フ レ キ シ ブ ル 基 板 と で な る プ リ ン ト 配 線 板 の 製 造 に お い て は
、 リ ジ ッ ド 基 板 と フ レ キ シ ブ ル 基 板 と の 間 は 、 そ れ ぞ れ の 基 板 を 個 片 と し て 独 立 し た 形 状
に し て か ら 接 続 を 行 う 個 片 接 続 と 、 複 数 の リ ジ ッ ド 基 板 部 分 が １ 枚 の シ ー ト で 連 結 さ れ た
シ ー ト 状 態 に お い て そ の リ ジ ッ ド 基 板 部 分 同 士 を フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 に よ っ て 接 続
す る シ ー ト 接 続 の ２ 通 り が 考 え ら れ る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 個 片 接 続 の 場 合 は そ れ ぞ れ の 基 板 が 独 立 し て い る た め 、 接 続 の 際 に 接 続 導 体 を 正 し く 重
ね 合 わ せ る た め の 調 心 作 業 に 制 約 は な く 、 最 適 な 調 心 を 行 う た め に 基 板 を 自 由 に 位 置 合 わ
せ し て 接 続 す る こ と が で き る 反 面 、 接 続 後 の 基 板 は 、 例 え ば 、 リ ジ ッ ド 基 板 － フ レ キ シ ブ
ル 基 板 － リ ジ ッ ド 基 板 が 連 結 さ れ た 状 態 と な り フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 の 形 状 が 変 形 可
能 な た め 、 一 方 の リ ジ ッ ド 基 板 と 他 方 の リ ジ ッ ド 基 板 の 位 置 関 係 が 決 ま ら ず 、 そ の 後 に 部
品 実 装 を 行 う 場 合 、 部 品 の 実 装 位 置 を 規 定 し に く く 、 実 装 作 業 が 困 難 に な る と い う 問 題 が
あ る 。 こ れ を 解 決 す る た め に は 、 リ ジ ッ ド 基 板 の 位 置 を 決 め る キ ャ リ ア ボ ー ド を 別 途 作 り
、 こ れ に 装 着 し て 実 装 を 行 う こ と が 考 え ら れ る 。 し か し 、 基 板 の デ ザ イ ン 毎 に キ ャ リ ア ボ
ー ト ゛ を 設 計 す る 必 要 が あ り 、 実 装 前 に キ ャ リ ア ボ ー ド に 装 着 す る 工 程 が 加 わ る た め 、 実
装 コ ス ト 的 に 不 利 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 、 シ ー ト 接 続 の 場 合 、 予 め リ ジ ッ ド 基 板 が シ ー ト 状 に な っ て い る た め 、 複 数 の リ ジ
ッ ド 基 板 の 相 対 位 置 が 決 ま っ て お り 、 部 品 実 装 に お け る 位 置 決 め は 容 易 で あ る 。 こ の こ と
は 、 通 常 フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 部 分 を 持 た な い リ ジ ッ ド 基 板 の 実 装 に お い て も シ ー ト
状 で 実 装 が 行 わ れ て い る こ と を 考 え れ ば 容 易 に 理 解 で き る 。 複 数 の リ ジ ッ ド 基 板 部 分 が １
枚 の シ ー ト 上 に 配 置 さ れ た シ ー ト 状 基 板 で の リ ジ ッ ド フ レ ッ ク ス 構 造 は 、 以 下 に 説 明 す る
よ う な 基 板 接 続 方 法 で 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 す な わ ち 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 ２ 枚 の リ ジ ッ ド 基 板 １ ０ １ ， １ ０ ２ が リ ジ ッ ド 基 板 シ ー
ト １ ０ ０ か ら 分 離 さ れ ず に 連 結 片 部 １ ０ ０ ｂ を 介 し て 連 結 枠 体 １ ０ ０ ａ に 連 結 さ れ て い る
状 態 の と き に 、 ２ 枚 の リ ジ ッ ド 基 板 １ ０ １ ， １ ０ ２ を フ レ キ シ ブ ル 基 板 １ ０ ３ で 接 続 す る
。 リ ジ ッ ド 基 板 シ ー ト １ ０ ０ は 、 方 形 枠 状 の 連 結 部 材 で あ る 連 結 枠 体 １ ０ ０ ａ と 、 こ の 連
結 枠 体 １ ０ ０ ａ 内 に 配 置 さ れ 、 連 結 片 部 １ ０ ０ ｂ を 介 し て 連 結 さ れ た 少 な く と も 一 対 の リ
ジ ッ ド 基 板 １ ０ １ ， １ ０ ２ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 各 リ ジ ッ ド 基 板 １ ０ １ ， １ ０ ２ は 、 そ
の 互 い に 対 向 す る 端 縁 部 に 複 数 本 の 接 続 用 端 子 部 １ ０ １ ａ ， １ ０ ２ ａ が そ れ ぞ れ 露 出 す る
よ う に 形 成 さ れ て い る 。 フ レ キ シ ブ ル 基 板 １ ０ ３ は 、 そ の 両 端 部 に 複 数 の 接 続 用 端 子 部 （
図 示 せ ず ） が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ し て 、 リ ジ ッ ド 基 板 シ ー ト １ ０ ０ に 対 し て 、 ２ 枚 の リ ジ ッ ド 基 板 １ ０ １ ， １ ０ ２ を 連
結 す る 位 置 に フ レ キ シ ブ ル 基 板 １ ０ ３ を 位 置 合 わ せ し て 配 置 す る 。 具 体 的 に は 、 フ レ キ シ
ブ ル 基 板 １ ０ ３ の 両 端 部 の 各 接 続 用 端 子 部 と 各 リ ジ ッ ド 基 板 １ ０ １ ， １ ０ ２ の 各 接 続 用 端
子 部 １ ０ １ ａ ， １ ０ ２ ａ と を 互 い に 位 置 合 わ せ し 、 双 方 の 対 応 す る 接 続 用 端 子 部 同 士 を 半
田 付 け 等 に よ っ て 接 合 す る 。 こ の 基 板 接 続 工 程 後 に 、 ２ 枚 の リ ジ ッ ド 基 板 １ ０ １ ， １ ０ ２
を 連 結 枠 体 １ ０ ０ ａ よ り 切 り 離 し て リ ジ ッ ド フ レ ッ ク ス 構 造 の プ リ ン ト 配 線 板 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 リ ジ ッ ド 基 板 シ ー ト １ ０ ０ の 状 態 で は 、 連 結 枠 体 １ ０ ０ ａ を 介 し て ２ 枚 の リ ジ ッ ド 基 板
１ ０ １ ， １ ０ ２ の 相 対 的 な 位 置 関 係 が 設 定 さ れ て い る 。 ま た 、 ２ 枚 の リ ジ ッ ド 基 板 １ ０ １
， １ ０ ２ に お け る 接 続 用 端 子 部 １ ０ １ ａ の 群 と 接 続 用 端 子 部 １ ０ ２ ａ の 群 の 位 置 も 設 定 さ
れ て い る 。 さ ら に 、 こ れ ら リ ジ ッ ド 基 板 １ ０ １ ， １ ０ ２ の 間 隔 Ｄ も 所 定 寸 法 に 設 定 さ れ て
い る 。 こ の よ う に ２ 枚 の リ ジ ッ ド 基 板 １ ０ １ ， １ ０ ２ の 相 対 的 な 位 置 関 係 が 一 定 で あ れ ば
、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 １ ０ ３ の 位 置 合 わ せ お よ び 接 続 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 す な わ ち
、 ２ 枚 の リ ジ ッ ド 基 板 １ ０ １ ， １ ０ ２ が １ 枚 の リ ジ ッ ド 基 板 シ ー ト １ ０ ０ の 一 部 で あ る 場
合 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 １ ０ ３ の 一 方 の 接 続 用 端 子 部 と 一 方 の リ ジ ッ ド 基 板 １ ０ １ の 接 続 用
端 子 部 １ ０ １ ａ と の 位 置 合 わ せ を 行 っ て 接 続 し た 後 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 １ ０ ３ の 他 方 の 接
続 用 端 子 部 と 他 方 の リ ジ ッ ド 基 板 １ ０ ２ の 接 続 用 端 子 部 １ ０ ２ ａ と の 位 置 合 わ せ を 行 っ て
接 続 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ １ ７ ０ ３ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 の よ う に 、 ２ 枚 の リ ジ ッ ド 基 板 １ ０ １ ， １ ０ ２ が １ 枚 の リ ジ ッ ド 基
板 シ ー ト １ ０ ０ に 一 体 的 に 設 け ら れ て い る た め 、 こ れ ら リ ジ ッ ド 基 板 １ ０ １ ， １ ０ ２ 間 の
間 隔 Ｄ が 短 い と 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 １ ０ ３ の ｘ 方 向 （ 幅 方 向 ） へ の 変
形 が 困 難 で あ る 。 こ の た め 、 ２ 枚 の リ ジ ッ ド 基 板 １ ０ １ ， １ ０ ２ の 接 続 用 端 子 部 １ ０ １ ａ
， １ ０ ２ ａ の 少 な く と も 一 方 に 位 置 ず れ が あ る と 、 一 方 の リ ジ ッ ド 基 板 １ ０ １ の 接 続 用 端
子 部 １ ０ １ ａ と フ レ キ シ ブ ル 基 板 １ ０ ３ の 一 端 側 の 接 続 用 端 子 部 同 士 を 位 置 合 わ せ し て 接
続 し た 後 、 他 方 の リ ジ ッ ド 基 板 １ ０ ２ の 接 続 用 端 子 部 １ ０ ２ ａ と フ レ キ シ ブ ル 基 板 １ ０ ３
の 他 端 側 の 接 続 用 端 子 部 同 士 と を 共 に 位 置 合 わ せ し よ う と し て も フ レ キ シ ブ ル 基 板 １ ０ ３
が 変 形 で き な い た め 、 位 置 合 わ せ を 行 う こ と が で き ず 他 端 側 の 接 続 用 端 子 部 同 士 を 適 正 な
位 置 に 接 続 す る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 ２ 枚 の リ ジ ッ ド 基 板 １ ０ １ ， １ ０ ２ の 間 隔 Ｄ が 所 定 寸 法 よ り 大 き い と 、 リ ジ ッ ド
基 板 １ ０ １ ， １ ０ ２ の 接 続 用 端 子 部 １ ０ １ ａ ， １ ０ ２ ａ に 対 し フ レ キ シ ブ ル 基 板 １ ０ ３ の
接 続 用 端 子 部 を 十 分 な 重 ね 合 わ せ 長 を 持 っ て 位 置 合 わ せ す る こ と が で き な い 。 従 っ て 、 双
方 の 対 応 す る 接 続 用 端 子 部 間 の 適 正 な 接 合 状 態 が 得 ら れ な い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 ２ 枚 の リ ジ ッ ド 基 板 間 の 相 対 的 な 位 置 関 係 に 位 置 ず れ が 発 生
し て い る 場 合 で も リ ジ ッ ド 基 板 と フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 接 続 用 端 子 部 間 を 適 正 な 接 合 状 態 で
接 合 で き る プ リ ン ト 配 線 板 お よ び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 特 徴 に 係 る 発 明 は 、 プ リ ン ト 配 線 板 で あ っ て 、 相 対 的 に 位 置 が 固 定 さ れ
た 複 数 の リ ジ ッ ド 基 板 と 、 前 記 リ ジ ッ ド 基 板 同 士 を 電 気 的 に 接 続 す る 、 中 間 部 に 屈 曲 形 状
部 が 形 成 さ れ た フ レ キ シ ブ ル 基 板 と 、 を 備 え る こ と を 要 旨 と す る 。 複 数 の リ ジ ッ ド 基 板 は
、 一 枚 の 基 板 シ ー ト に 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 形 態 の も の を 適 用 で き る 。 ま た 、 屈 曲 形 状
部 と し て は 、 平 面 形 状 が Ｕ 字 状 や ク ラ ン ク 状 や Ｌ 字 状 に 形 成 さ れ て い る 部 分 と す る こ と が
で き る 。 そ し て 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 は 、 リ ジ ッ ド 基 板 間 で 撓 ん だ 状 態 で 両 リ ジ ッ ド 基 板 に
接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 特 徴 に 係 る 発 明 は 、 プ リ ン ト 配 線 板 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 そ れ ぞ れ 接 続
用 端 子 部 が 露 出 し た 被 接 続 部 が 設 け ら れ た 複 数 の リ ジ ッ ド 基 板 が 間 隔 を 隔 て て 配 置 さ れ た
一 枚 の 基 板 シ ー ト を 用 意 す る 工 程 と 、 一 対 の 接 続 部 が 設 け ら れ 、 こ れ ら 接 続 部 同 士 の 間 の
中 間 部 に 屈 曲 形 状 部 が 形 成 さ れ た フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 用 意 す る 工 程 と 、 隣 り 合 う 一 対 の 前
記 リ ジ ッ ド 基 板 の う ち の 一 方 の 前 記 リ ジ ッ ド 基 板 の 被 接 続 部 と 、 前 記 フ レ キ シ ブ ル 基 板 の
一 方 の 前 記 接 続 部 と を 位 置 合 わ せ し て 接 合 さ せ た 後 、 前 記 フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 撓 ま せ た 状
態 で 、 他 方 の 前 記 リ ジ ッ ド 基 板 の 被 接 続 部 と 、 前 記 フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 他 方 の 前 記 接 続 部
と 位 置 合 わ せ し て 接 合 さ せ る 工 程 と 、 を 備 え る こ と を 要 旨 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 リ ジ ッ ド 基 板 同 士 の 位 置 が 相 対 的 に 固 定 さ れ た 状 態 に お い て 、 フ レ キ
シ ブ ル 基 板 が 屈 曲 形 状 部 を 有 す る た め 、 複 数 の リ ジ ッ ド 基 板 の 各 接 続 用 端 子 部 の 中 心 線 に
位 置 ず れ が あ っ た り 、 複 数 の リ ジ ッ ド 基 板 の 間 隔 が 所 定 寸 法 よ り 長 い と き に 、 フ レ キ シ ブ
ル 基 板 の 屈 曲 形 状 部 を 撓 み 変 形 さ せ た り 屈 曲 形 状 部 を 広 げ る こ と に よ っ て フ レ キ シ ブ ル 基
板 の 両 端 部 の 各 接 続 用 端 子 部 を ２ 枚 の リ ジ ッ ド 基 板 の 各 接 続 用 端 子 部 に 共 に 適 正 に 位 置 合
わ せ で き る 。 複 数 の リ ジ ッ ド 基 板 間 の 相 対 的 な 位 置 関 係 に 位 置 ず れ が 発 生 し て い る 場 合 に
も リ ジ ッ ド 基 板 と フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 互 い に 対 応 す る 接 続 用 端 子 部 間 を 適 正 な 接 合 状 態 で
接 合 で き る 。 特 に 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 で 接 続 す る フ レ キ シ ブ ル 基 板 同 士 の 配 置 距 離 を 短 く
設 定 す る こ と に よ り 、 相 対 的 に 位 置 が 固 定 さ れ た リ ジ ッ ド 基 板 同 士 を 保 持 す る 例 え ば リ ジ
ッ ド 基 板 シ ー ト を コ ン パ ク ト に で き 無 駄 を 抑 え る こ と が で き る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る プ リ ン ト 配 線 板 お よ び そ の 製 造 方 法 の 詳 細 を 図 面 に 基
づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ プ リ ン ト 配 線 板 の 構 成 ）
　 図 １ ～ 図 ５ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る プ リ ン ト 配 線 板 お よ び そ の 製 造 方 法 を 示 し て い
る 。 図 １ は プ リ ン ト 配 線 板 の 製 造 方 法 に お け る 基 板 接 続 工 程 を 示 す 斜 視 図 、 図 ２ は プ リ ン
ト 配 線 板 の 平 面 図 、 図 ３ は リ ジ ッ ド 基 板 シ ー ト に お け る 一 対 の リ ジ ッ ド 基 板 の 接 続 用 端 子
部 の 中 心 線 が 位 置 ず れ し て い る 場 合 を 示 す 平 面 図 、 図 ４ は フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 平 面 図 、 図
５ は リ ジ ッ ド 基 板 が リ ジ ッ ド 基 板 シ ー ト か ら 切 り 離 さ れ た 状 態 を 示 す プ リ ン ト 配 線 板 の 完
成 品 の 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る プ リ ン ト 配 線 板 ２ ０ は 、 リ ジ ッ ド 基
板 シ ー ト １ に 一 体 的 に 形 成 さ れ た 一 対 の リ ジ ッ ド 基 板 ２ ， ３ と 、 撓 ま せ た 状 態 で こ れ ら リ
ジ ッ ド 基 板 シ ー ト ２ ， ３ に 接 合 さ れ た フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ と 、 で 大 略 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 リ ジ ッ ド 基 板 シ ー ト １ は 、 例 え ば ガ ラ ス エ ポ キ シ 樹 脂 な ど の プ リ プ レ グ で な る 絶 縁 基 板
を 、 例 え ば プ レ ス 打 ち 抜 き 等 の 手 法 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 リ ジ ッ ド 基 板
シ ー ト １ は 、 例 え ば 枠 状 の 連 結 枠 体 １ ａ と 、 こ の 連 結 枠 体 １ ａ 内 に 配 置 さ れ 、 連 結 枠 体 １
ａ に 連 結 片 部 １ ｂ を 介 し て 固 定 さ れ た ２ 枚 の リ ジ ッ ド 基 板 ２ ， ３ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
リ ジ ッ ド 基 板 ２ ， ３ は 、 上 記 し た 絶 縁 基 板 と 、 こ の 絶 縁 基 板 の 一 方 の 面 に パ タ ー ン 形 成 さ
れ た 複 数 の 配 線 パ タ ー ン ５ ， ６ と 、 こ れ ら 配 線 パ タ ー ン ５ ， ６ が 形 成 さ れ た 絶 縁 基 板 の 一
方 の 面 を 覆 う 、 レ ジ ス ト 層 ７ と 、 を 備 え て 大 略 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 図 １ お よ び 図 ３ に
お い て は 、 説 明 の 便 宜 上 、 配 線 パ タ ー ン ５ ， ６ を 部 分 的 に 露 出 さ せ て 示 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 ２ 枚 の リ ジ ッ ド 基 板 ２ ， ３ は 、 所 定 の 間 隔 Ｄ を 置 い て 配 置 さ れ て い る 。 な お 、
こ の 間 隔 Ｄ は 、 実 際 に フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ で 連 結 さ れ た と き の 最 長 間 隔 よ り も 短 く 設 定 し
て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 配 線 パ タ ー ン ５ ， ６ は 、 絶 縁 基 板 の 上 に 貼 り 付 け た 銅 箔 を 、 例 え ば サ ブ ト ラ ク テ ィ ブ 法
に よ り パ タ ー ン 加 工 し て 形 成 さ れ て い る 。 複 数 の 配 線 パ タ ー ン ５ ， ６ は 、 各 リ ジ ッ ド 基 板
２ ， ３ の 互 い に 対 向 す る 端 縁 部 位 置 で は 、 レ ジ ス ト 層 に 被 わ れ な い 被 接 続 部 ８ ， ９ で 接 続
用 端 子 部 ５ ａ ， ６ ａ と し て 露 出 し て い る 。 こ れ ら 被 接 続 部 ８ ， ９ に お い て 、 接 続 用 端 子 部
５ ａ ， ６ ａ の そ れ ぞ れ の 群 は 、 互 い に 平 行 を な す よ う に （ 横 並 び に ） 形 成 さ れ て い る 。 ま
た 、 リ ジ ッ ド 基 板 ２ ， ３ の そ れ ぞ れ の 所 望 の 位 置 に は 、 半 導 体 パ ッ ケ ー ジ な ど の 電 子 部 品
を 搭 載 す る た め の パ ッ ド 部 な ど が 適 宜 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 可 撓 性 を 有 す る 絶 縁 基 板 １ ０ と 、 こ の 一 方
の 面 に 配 置 さ れ た 複 数 の 配 線 パ タ ー ン １ １ と 、 こ の 配 線 パ タ ー ン １ １ 上 を 覆 う カ バ ー 層 １
３ と か ら 大 略 構 成 さ れ て い る 。 こ の フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ の 中 間 部 は 、 そ の 基 板 面 方 向 に 沿
っ て 略 Ｕ 字 状 に 湾 曲 す る 屈 曲 形 状 部 １ ２ と し て 形 成 さ れ て い る 。 こ の 屈 曲 形 状 部 １ ２ は 、
フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ の 両 端 に 位 置 す る 接 続 部 １ ４ ， １ ５ を 結 ぶ 中 心 線 Ｏ に 対 し て 直 交 す る
一 対 の 第 １ 延 長 部 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ と 、 中 心 線 Ｏ に 平 行 に 延 び 、 一 対 の 第 １ 延 長 部 １ ２ ａ ，
１ ２ ｂ 間 を 結 ぶ 第 ２ 延 長 部 １ ２ ｃ と か ら 略 Ｕ 字 状 に 形 成 さ れ て い る 。 配 線 パ タ ー ン １ １ は
、 屈 曲 形 状 部 １ ２ に お い て は Ｕ 字 状 に 沿 っ て 配 線 さ れ て い る 。 ま た 、 配 線 パ タ ー ン １ １ は
、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ の 接 続 部 １ ４ ， １ ５ で は 、 レ ジ ス ト 層 に 被 わ れ ず に 接 続 用 端 子 部 １
１ ａ ， １ １ ｂ と し て 露 出 さ れ て い る 。 こ れ ら 接 続 用 端 子 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ 同 士 は 、 互 い に
平 行 を な す よ う に （ 横 並 び に ） 形 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う な フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ は 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 中 間 部 （ 特 に 第 ２ 延
長 部 １ ２ ｃ ） で 撓 ま せ た 状 態 で 、 接 続 部 １ ４ ， １ ５ が 、 そ れ ぞ れ 対 応 す る リ ジ ッ ド 基 板 ２
， ３ の 被 接 続 部 ８ ， ９ に 半 田 付 け さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 実 施 の 形 態 に 係 る プ リ ン ト 配 線 板 ２ ０ で は 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ が 撓 ん だ 状 態 で 、 す
な わ ち 、 リ ジ ッ ド 基 板 ２ ， ３ 同 士 の 間 隔 Ｄ が 縮 め ら れ た 状 態 で リ ジ ッ ド 基 板 シ ー ト １ に 位
置 固 定 さ れ て い る た め 、 プ リ ン ト 配 線 板 ２ ０ 全 体 の 大 き さ を 小 さ く す る こ と が で き る 。 ま
た 、 リ ジ ッ ド 基 板 シ ー ト １ で は 、 リ ジ ッ ド 基 板 ２ ， ３ 同 士 の 間 隔 Ｄ も 短 く 設 定 で き る た め
、 例 え ば プ レ ス 打 ち 抜 き な ど で 無 駄 に な る 部 分 を 低 減 で き 、 リ ジ ッ ド 基 板 シ ー ト １ の コ ス
ト を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る プ リ ン ト 配 線 板 ２ ０ で は 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ を 撓 ま せ た 状
態 で リ ジ ッ ド 基 板 ２ ， ３ に 接 合 し て い る た め 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ の 接 続 部 １ ４ ， １ ５ を
、 リ ジ ッ ド 基 板 ２ ， ３ の 被 接 続 部 ８ ， ９ に 対 し て 位 置 合 わ せ す る と き の 自 由 度 を 確 保 で き
る 構 造 と な っ て い る 。 こ の た め 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ を リ ジ ッ ド 基 板 ２ ， ３ に 対 し て 位 置
決 め 精 度 良 く 接 合 さ れ た プ リ ン ト 配 線 板 ２ ０ を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 実 際 に は 、 こ の プ リ ン ト 配 線 板 ２ ０ は 、 ２ 枚 の リ ジ ッ ド 基 板 ２ ， ３ を 連 結 枠 体 １ ａ よ り
切 り 離 し て 、 図 ５ に 示 す よ う な プ リ ン ト 配 線 板 ２ ０ Ａ と し て 使 用 す る 。 す な わ ち 、 連 結 枠
体 １ ａ よ り ２ 枚 の リ ジ ッ ド 基 板 ２ ， ３ を 切 り 離 す と 、 図 ２ に 符 号 ａ で 示 し た フ レ キ シ ブ ル
基 板 ４ の 屈 曲 形 状 部 １ ２ の 撓 み 変 形 部 分 は 、 そ の 弾 性 復 帰 変 形 に よ っ て 元 に 戻 る 。 従 っ て
、 プ リ ン ト 配 線 板 ２ ０ Ａ は ス ト レ ス の な い も の と な る 。 こ れ に 伴 い 、 リ ジ ッ ド 基 板 ２ ， ３
同 士 の 間 隔 Ｄ ２ は 、 連 結 枠 体 １ ａ に 一 体 的 に 設 け ら れ て い た と き の 間 隔 Ｄ １ よ り も 長 く な
る 。 そ し て 、 リ ジ ッ ド 基 板 ２ ， ３ 同 士 は 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ の 可 撓 性 に よ り 、 フ レ キ シ
ブ ル 基 板 ４ の 長 さ の 範 囲 で 、 互 い の 位 置 を 任 意 に 変 え る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る プ リ ン ト 配 線 板 ２ ０ の 状 態 で 、 各 リ ジ ッ ド 基 板 ２ ， ３ 上 に 、
半 導 体 パ ッ ケ ー ジ な ど の 電 子 部 品 を 実 装 し て も よ い し 、 連 結 枠 体 １ ａ か ら リ ジ ッ ド 基 板 ２
， ３ を 切 り 離 し た 状 態 で 電 子 部 品 を 実 装 す る こ と も 可 能 で あ る が 、 複 数 の リ ジ ッ ド 基 板 に
部 品 を 実 装 す る 場 合 、 連 結 枠 体 で 繋 が っ た 一 体 の シ ー ト 状 に て 行 う 方 が 部 品 実 装 の 位 置 精
度 を 確 保 し 易 く 、 工 程 に 無 駄 が な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る プ リ ン ト 配 線 板 ２ ０ に お い て は 、 屈 曲 形 状 部 と し て 、 平 面 形
状 が Ｕ 字 状 の も の で あ る が 、 撓 み 変 形 さ せ た り 広 げ る こ と が で き れ ば 、 ク ラ ン ク 状 や Ｌ 字
状 の も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ プ リ ン ト 配 線 板 の 製 造 方 法 ）
　 以 上 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る プ リ ン ト 配 線 板 ２ ０ に つ い て 説 明 し た が 、 次 に 、 プ リ ン ト 配
線 板 ２ ０ の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 リ ジ ッ ド 基 板 シ ー ト １ に 対 し て 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ を 、 ２ 枚 の リ
ジ ッ ド 基 板 ２ ， ３ を 連 結 す る 位 置 に 位 置 合 わ せ し て 配 置 す る 。 こ の 場 合 、 先 ず 、 フ レ キ シ
ブ ル 基 板 ４ の 一 方 の 接 続 部 １ ４ を 一 方 の リ ジ ッ ド 基 板 ２ の 被 接 続 部 ８ に 位 置 合 わ せ し て 固
定 す る 。 次 に 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ の 他 方 側 の 接 続 部 １ ５ を 他 方 の リ ジ ッ ド 基 板 ３ の 被 接
続 部 ９ に 位 置 合 わ せ す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ こ で 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ２ 枚 の リ ジ ッ ド 基 板 ２ ， ３ の 各 被 接 続 部 ８ ， ９ の 中 心 線 Ｃ
１ ， Ｃ ２ は 、 基 板 の 製 造 工 程 に 起 因 す る 加 工 精 度 や 、 温 度 や 湿 度 の 環 境 条 件 の 膨 脹 、 収 縮
に よ っ て 必 ず あ る 程 度 生 じ る も の で あ り 、 例 え ば ０ ． １ ｍ ｍ ピ ッ チ の フ ァ イ ン ピ ッ チ 接 続
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の 際 に は こ の ず れ が 無 視 で き な い も の と な り 、 こ の 位 置 ず れ が 存 在 す る と き に は 、 他 方 側
の 接 続 部 １ ５ の 接 続 用 端 子 部 １ １ ｂ と 、 被 接 続 部 ９ の 接 続 用 端 子 部 ６ ａ と 、 が 位 置 ず れ を
起 こ し た 状 態 に あ る 。 こ の 場 合 に は 、 位 置 合 わ せ し た フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ の 一 方 側 の 接 続
部 １ ４ を 位 置 固 定 し た 状 態 で 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ の 他 端 側 の 接 続 部
１ ５ 部 を 位 置 ず れ 方 向 Ｓ に 強 制 的 に 移 動 さ せ る 。 す る と 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ の Ｕ 字 状 の
屈 曲 形 状 部 １ ２ は 、 そ の 方 向 に 容 易 に 撓 み 変 形 可 能 で あ る た め 、 こ の 撓 み 変 形 （ 図 ２ の 符
号 ａ で 示 す 箇 所 ） に よ っ て フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ の 他 端 側 の 接 続 部 １ ５ の 位 置 を 容 易 に 変 移
で き る 。 こ の 撓 み 変 形 に よ っ て 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ の 他 端 側 の 接 続 部 １ ５ の 接 続 用 端 子
部 １ １ ｂ を 他 方 の リ ジ ッ ド 基 板 ３ の 被 接 続 部 の ９ 接 続 用 端 子 部 ６ ａ に 適 正 に 位 置 合 わ せ で
き る 。 こ の よ う に 、 双 方 の 接 続 用 端 子 部 １ １ ａ ， ５ ａ 、 １ １ ｂ ， ６ ａ を 位 置 ず れ な く 、 且
つ 、 十 分 な 重 ね 合 わ せ 長 ｄ （ 図 ５ 参 照 ） を 持 た せ た 状 態 で 位 置 合 わ せ し た 後 に 、 互 い に 対
応 す る 接 続 用 端 子 部 １ １ ａ ， ５ ａ 、 １ １ ｂ ， ６ ａ 同 士 を 半 田 付 け 等 に よ っ て 接 合 す れ ば よ
い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 実 際 に は 、 こ の 基 板 接 続 工 程 よ り 後 の 工 程 で 、 ２ 枚 の リ ジ ッ ド 基 板 ２ ， ３ を 連 結 枠 体 １
ａ よ り 切 り 離 し て 、 図 ５ に 示 す よ う な プ リ ン ト 配 線 板 ２ ０ Ａ と し て 使 用 す る 。 す な わ ち 、
連 結 枠 体 １ ａ よ り ２ 枚 の リ ジ ッ ド 基 板 ２ ， ３ を 切 り 離 す と 、 図 ２ に 符 号 ａ で 示 し た フ レ キ
シ ブ ル 基 板 ４ の 屈 曲 形 状 部 １ ２ の 撓 み 変 形 部 分 は 、 そ の 弾 性 復 帰 変 形 に よ っ て 元 に 戻 る 。
こ れ に よ っ て 、 プ リ ン ト 配 線 板 ２ ０ Ａ は ス ト レ ス の な い も の と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 上 、 こ の 実 施 の 形 態 に 係 る プ リ ン ト 配 線 板 ２ ０ の 製 造 方 法 で は 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４
が 屈 曲 形 状 部 １ ２ を 有 す る の で 、 ２ 枚 の リ ジ ッ ド 基 板 ２ ， ３ の 各 被 接 続 部 ８ ， ９ の 中 心 線
Ｃ １ ， Ｃ ２ に 位 置 ず れ が 存 在 す る 場 合 で も 、 リ ジ ッ ド 基 板 ２ ， ３ と フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ の
互 い に 対 応 す る 接 続 用 端 子 部 同 士 を 適 正 な 接 合 状 態 で 接 合 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ 変 形 例 ）
　 図 ６ は 、 上 記 し た 実 施 の 形 態 に 係 る プ リ ン ト 配 線 板 ２ ０ の 中 間 部 の 撓 み 変 形 （ 図 ２ に お
い て 符 号 ａ で 示 す 部 分 ） の 変 形 例 １ を 模 式 的 に 示 す 側 面 説 明 図 で あ る 。 図 ６ に 示 す よ う に
、 こ の 変 形 例 １ で は 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ の 中 間 部 分 に 、 下 方 に 撓 む よ う に 湾 曲 さ せ た 撓
み 変 形 部 １ ６ を 形 成 さ れ て い る 。 他 の 構 成 は 、 上 記 し た 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ７ は 、 上 記 し た 実 施 の 形 態 に 係 る プ リ ン ト 配 線 板 ２ ０ の 中 間 部 の 撓 み 変 形 （ 図 ２ に お
い て 符 号 ａ で 示 す 部 分 ） の 変 形 例 ２ を 模 式 的 に 示 す 側 面 説 明 図 で あ る 。 図 ７ に 示 す よ う に
、 こ の 変 形 例 １ で は 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ の 中 間 部 分 に 、 上 下 に 撓 ん で Ｓ 字 状 に 湾 曲 さ せ
た 撓 み 変 形 部 １ ７ を 形 成 さ れ て い る 。 他 の 構 成 は 、 上 記 し た 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ そ の 他 の 実 施 の 形 態 ）
　 上 述 し た 実 施 の 形 態 の 開 示 の 一 部 を な す 論 述 お よ び 図 面 は こ の 発 明 を 限 定 す る も の で あ
る と 理 解 す べ き で は な い 。 こ の 開 示 か ら 当 業 者 に は 様 々 な 代 替 実 施 の 形 態 、 実 施 例 お よ び
運 用 技 術 が 明 ら か と な ろ う 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 述 の 実 施 の 形 態 で は 、 ２ 枚 の リ ジ ッ ド 基 板 ２ ， ３ 間 を フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ で 接 続 す る
場 合 を 説 明 し た が 、 ３ 枚 以 上 の リ ジ ッ ド 基 板 を ２ 枚 以 上 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 で 接 続 す る 場
合 に も 同 様 に 本 発 明 を 適 用 で き る こ と は も ち ろ ん で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 上 述 の 実 施 の 形 態 に 係 る プ リ ン ト 配 線 板 ２ ０ は 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ で 連 結 す る
一 対 の リ ジ ッ ド 基 板 ２ ， ３ の 被 接 続 部 ８ ， ９ の 中 心 線 が 設 計 上 で 一 致 す る よ う に 設 定 さ れ
た 例 で あ る が 、 被 接 続 部 ８ ， ９ の 位 置 は 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。 ま た 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４
は 、 Ｕ 字 状 の 屈 曲 形 状 部 １ ２ を 有 す る 構 造 で あ れ ば を 上 記 し た 実 施 の 形 態 の よ う に 、 接 続
部 １ ４ ， １ ５ の 中 心 線 が 一 致 す る も の で な く て も よ く 、 接 続 部 １ ４ ， １ ５ の 位 置 を 適 宜 変
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更 で き る こ と は 云 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
（ 実 施 例 ）
　 以 下 、 リ ジ ッ ド 基 板 ２ ， ３ と フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ と の 接 続 方 法 の 実 施 例 の 具 体 的 な 材 料
お よ び 寸 法 例 を 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 リ ジ ッ ド 基 板 ２ ， ３ の 絶 縁 基 板 の 厚 さ は 、 例 え ば 、 ０ ． ４ ｍ ｍ 、 ０ ． ６ ｍ ｍ 、 ０ ． ８ ｍ
ｍ 、 １ ． ０ ｍ ｍ 、 １ ． ２ ｍ ｍ 、 １ ． ６ ｍ ｍ 、 ２ ． ０ ｍ ｍ 、 ２ ． ４ ｍ ｍ 等 を 採 用 す る こ と が
で き る 。 近 年 で は 、 絶 縁 基 板 の 厚 さ と し て は 、 １ ． ６ ｍ ｍ 以 下 の も の が 多 い 。 こ の 絶 縁 基
板 の 材 料 は 、 主 に ガ ラ ス エ ポ キ シ で あ り 、 そ の 他 で は Ｓ Ｅ Ｍ ３ 、 紙 エ ポ キ シ 等 を 用 い る こ
と が で き る 。 ま た 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ４ の 絶 縁 基 板 の 厚 さ は 、 例 え ば ２ ５ μ ｍ を 基 本 に し
て 、 そ の １ ／ ２ 、 １ ／ ３ 、 １ ／ ４ を 用 い る こ と が で き る 。 こ の 絶 縁 基 板 の 材 料 は 、 主 に ポ
リ イ ミ ド で あ り 、 そ の 他 ポ リ エ チ レ ン ナ フ タ レ ー ト （ Ｐ Ｅ Ｎ ） 、 ポ リ エ チ レ ン テ フ タ レ ー
ト （ Ｐ Ｅ Ｔ ） 等 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 配 線 パ タ ー ン ５ ， ６ ， １ １ の 厚 さ は 、 例 え ば ３ ５ μ ｍ を 基 本 に 、 そ の １ ／ ２ 、 １ ／ ３ 、
１ ／ ４ 等 を 採 用 す る こ と が で き る 。 配 線 パ タ ー ン ５ ， ６ ， １ １ は 、 圧 延 銅 箔 、 電 解 銅 箔 を
用 い る こ と が で き る 。 接 続 用 端 子 部 ５ ａ ， ６ ａ ， １ １ ａ ， １ １ ｂ の 幅 は １ ０ ～ ５ ０ ０ μ ｍ
で あ り 、 こ れ ら 接 続 用 端 子 部 ５ ａ ， ６ ａ ， １ １ ａ ， １ １ ｂ の ピ ッ チ は １ ０ ～ ５ ０ ０ μ ｍ で
あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 接 合 材 料 は 、 半 田 接 合 の 場 合 に は 、 鉛 入 り 半 田 ペ ー ス ト 、 鉛 フ リ ー 半 田 ペ ー ス ト 、 半 田
メ ッ キ 、 錫 メ ッ キ を 使 用 す る こ と が で き る 。 こ れ ら は 、 リ ジ ッ ド 基 板 ２ ， ３ と フ レ キ シ ブ
ル 基 板 ４ の 一 方 、 又 は 、 双 方 に 塗 布 、 若 し く は メ ッ キ 処 理 す る 。 こ の 他 に 超 音 波 接 合 を 行
う 場 合 に は 、 接 合 材 料 と し て 、 Ａ ｕ メ ッ キ 、 Ｎ ｉ メ ッ キ を 下 地 に Ａ ｕ メ ッ キ を 使 用 す る こ
と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る プ リ ン ト 配 線 板 の 基 板 接 続 工 程 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る プ リ ン ト 配 線 板 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る プ リ ン ト 配 線 板 に お け る ２ 枚 の リ ジ ッ ド 基 板 の 接 続 用
端 子 部 の 中 心 線 が 位 置 ず れ し て い る 様 子 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る プ リ ン ト 配 線 板 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 示 す 平 面 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る プ リ ン ト 配 線 板 を 連 結 枠 体 か ら 切 り 離 し た 状 態 を 示 す
平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る プ リ ン ト 配 線 板 に お け る フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 湾 曲 変 形
部 の 変 形 例 １ を 示 す 側 面 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る プ リ ン ト 配 線 板 に お け る フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 湾 曲 変 形
部 の 変 形 例 ２ を 示 す 側 面 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の プ リ ン ト 配 線 板 の 基 板 接 続 工 程 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 １ ａ 　 連 結 枠 体 （ 連 結 部 材 ）
　 ２ ， ３ 　 リ ジ ッ ド 基 板
　 ５ ａ ， ６ ａ 　 接 続 用 端 子 部
　 ４ 　 フ レ キ シ ブ ル 基 板
　 ８ ， ９ 　 被 接 続 部
　 １ １ ａ ， １ １ ｂ 　 接 続 用 端 子 部
　 １ ２ 　 屈 曲 形 状 部
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　 １ ４ ， １ ５ 　 接 続 部
　 １ ６ ， １ ７ 　 撓 み 変 形 部
　 ２ ０ 　 プ リ ン ト 配 線 板
　 ２ ０ Ａ 　 プ リ ン ト 配 線 板

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

(11) JP 2007-281132 A 2007.10.25



フロントページの続き

(72)発明者  圓尾　弘樹
            千葉県佐倉市六崎１４４０　株式会社フジクラ佐倉事業所内
Ｆターム(参考) 5E344 BB03  BB04  CC03  EE12  EE23 

(12) JP 2007-281132 A 2007.10.25


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

